「見通しを持ち,筋道を立てて考える力」を伸ばす授業 第6学年「割合を使って」の指導を通して― by 森金, 永二
岡山大学算数 ･数学教育学会誌
『パピルス』第4号 (1997年)21頁～23頁
｢見通しを持ち,筋道を立てて考える力｣
を伸ばす授業
弟6学年 ｢都合を便.>て｣の指導を通して
森金 永二
岡山市立大野小学校
研究の輩的
学習指導要領に耳数教育の具体的な日額の1つとして,｢日常の事卸 こついて
見通しを持ち筋道を立てて考える紹力を育てる｣ことが掲げられている｡この目
軌 こ直接応じる教材として,弊6学年に ｢割合を使って｣という単元が改定され
ているが,一般に,割合の考えを児玉が理解するのは困舟だと吾われているoそ
の困JCさをとりのぞき,筋道立てて考える力を伸ばすためにはどのように指導法
が工夫できるのかを念頭におき,本単元の授業構想を研究する｡
1 研究のねらい
｢割合を使って｣の単元で貫かれているの
は,r全体を1とする｣考え方である.これ
まで児童は,全体を具体的な軌や量で表され
ている問題には依れているので,全体の数や
量を決めず1と定めるという考え方には結び
つきにくい｡
そこで,｢全体を1とするJ考えを筋道立
てて考えられるように,開成やその提示の仕
方を工夫したり,具体的操作を活用したり,
児童の思考の流れに沿った授業構想を研究し
ていきたい｡
2 研究の内容
(1)問題設定の工夫
児童が問題把壇をしやすいように,身の回
りにある事象を取り上げた問題を改造した｡
また,筋道立てて考えやすいように,問題を
解く段帽を2つに分けた｡問題は ｢ただし君
は,泰から即まで行くのに,歩けば20分,
走れば8分かかります｡はじめ,15分歩き,
その後走って新まで行きました｡走った時間
は何分だったでしょう｡｣と改定してあるが
まず,1分間に歩いた道のりと1分帆 こ走っ
た道のりが全体のどれだけにあたるかを考え
させる｡そこから,全体は1であると考える
根拠として筋道立てて考えさせたい｡
(2)具体的換作の活用
高学年になってくると,念頭操作や時弊が
重視され,具体的操作の場面が減少しがちで
ある｡しかし,具体的操作は,筋道立てて考
える手がかりとなりうる｡ここでは,テープ
を用意し,自由に子どもたちに使用させる｡
全体の庫能が分からない場合には,テープに
書き込んだり,切ったりすることによって視
覚的に全体を1としてとらえやすいのではな
いかと考えたからであるB
3単元のねらい
○割合のよさが分かり,それを用いようと
する｡
○全体を1として,割合の和や横などを考
えて,間鬼が解ける｡
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4 本時の展開
(丑問題把握1
問題を提示し, (ア)1分間に歩いた道
のりと1分間に走った道のりが全体のど
問題 r家から獣まで行くのに,歩いて20分
走って8分かかる｡｣と (ア)を惜東国を用
いて提示し,分かっていることやたずねてい
ることを聞き葛面や条件をつかませる｡
②自力解決
長さ20センチのテ-プを配り,書き込
んだり,切ったりしてよいことを知らせ
自由に考えさせる｡
工 テープを使って考える児童 ?? ? ??
?
テープを切って税明
20分で全部歩くから,1分間では20
に分けた1つ分だからこれだけ
走る場合も同じように考えてこれだけ
Ⅲ 数直線で考える児童
数直線を使う児童もいた
皿 式で考えた児童
1÷20三
1÷8=
(すでに全部の凝能を1と考えている)
T では,みなさんの答えが出たところで質
問です｡束から獣までの距能が分からな
いのにみなさんは答えが見つかりました
ね｡どんな考えから答えが出たのかな｡
C 20分の内の1分だから20分の1です
C 8分間の内の1分だから8分の1ですo
T では,距能をいくつかに決めたわけでは
ないのですか｡
C 全体の鞄能というか,全部を1として考
えました｡
C 1/20が20集まると1になります｡
C 1/8が8集まると1になります｡
T そうだね｡全体を1と考えるとみんなの
ように考えて,1/20や1/8になる
ね｡
③単元のめあてをつかむ
(ア)の問題で,泰から獣までを1と考
えたことから,｢この単元では,全体を
1として考えて,開度を解決しよう｡｣
というめあてを脱走する｡
④問題把掘2
問題 (イ)として,rはじめ15分間歩
き,その後走って獣まで行きましたq走
つた時間は何分だったでしょう勺｣を提
(7)と同様に魔窟をつかませる｡
⑤見通しを持つ
話し合いの中から,問題 (ア)と同掛 こ
全体を1として考えること,15分間歩
いたという条件からどこまで歩き,残り
はいくらかということに気づかせる｡
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T 問題 (ア)と同じように,泰から献まで
を1として考える考え方が使えそうかな｡
C 使えそうです｡
T では,全体を1として考えると15分間
ではどこまで進むかな｡
C′(ア)の答えから考えると,1分間歩く
と1/20過から,15分間では15/
20進みます｡
C 3/4でもいいと思います｡
T 歩いた産能が分かったから,集りの走っ
た産能も分かりそうだね｡では,この間
題のめあてを ｢全体を1と考えて,走っ
た距離を求めてから走った時間を求めよ
う｡｣としよう｡
⑥自力解決
解決に戸惑っている児玉には,テープや
数直線を使って考えたり,庫離と速さと
時間の関係式を思い出すよう助書する.
I 1-3/4=1/4
残りの庫能は1/4で,走ると1分間に
1/8進から,
1/4÷1/8=2 A.2分
I 1-3/4=1/4
残りは1/4で,走ると全体は8分かか
るから,残りは,8分の1/4にあたる
から
8×1/4=2 A.2分
Ⅲ テープや数直線で考える
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T どの解き方も2分になっているね｡答え
は2分でいいですか｡
C いいです｡
T では,3つの解き方の中で,より分かり
やすいのはどれかな
c mの図が分かりやすい｡
C あれは,たまたまぴったりになったんじ
ゃないかな｡いつでも使えるというわけ
ではないような気がするけど｡
T 問題の数が変わっても解けるかな.
C ぴったりこないときがある｡
T IとⅡではどちらがよりよいかな｡
C Iは距離わる時間は速さの関係式を使っ
ているから前習ったことが使えている｡
C Ⅱは同じ1/4を出して解いているけど
C Ⅱは走った時間8分の1/4と考えてい
るよ｡このい1/4は雅能という考えで
ないように思うんだけど｡
T そうだね｡Ⅰの方がめあてにあっている
ね｡今日は,全体を1とする考え方を勉
強したね｡明日もこの考え方を使って問
題を解いていきます｡
5 研究のまとめ
問題設定を2段l削こわけたのは,児玉の思
考の流れがはっきりとしたのでよかったと思
われるが,時間が少しかかりすぎるという面
もあった.今後はよりスムーズな流れで展押!
したいO
テープを使ったのも,低位の児童にとって
は1/20や1/8を気づく手がかりとなっ
た｡やはり高学年にとっても具体的換作活軸
は今故も必要であると思われる｡
(平成9年5月2日受理)
